
　参院選の結果を受け、比例代表で当選した日本共産党
の田村智子副委員長、仁比聡平、岩渕友各氏と東京選挙
区で当選した山添拓氏は１１日、小池晃書記局長ととも
に、東京・新宿駅前で街頭演説しました。小池氏は４議
席獲得に感謝を表明し、「民主主義を脅かすような動きが

続くなか、党をつくって１００年、自由と平和を貫いて
きた共産党が頑張る時です。力を合わせてこの国の政治
を変えていきましょう」と訴えました。
　小池氏は、東京選挙区で山添氏が議席を獲得したこと
について、「本当に幅広いみなさんに応援していただいた
ことが後押しになりました」と述べました。
　比例代表では、全国で３６１万８３４２票を獲得した
と報告し、３議席の獲得にとどまったことについて、「目
標を達成できなかったことは非常に残念です。教訓を引
き出して、捲土（けんど）重来で頑張っていきます」と
表明しました。
　市民と野党の共闘では、沖縄選挙区で「オール沖縄」
の伊波洋一氏が大激戦を制したことは非常に大きな成果
だと強調し、青森、長野選挙区でも野党が一本化した候
補者が勝利したと報告。今後の市民と野党の共闘につい
ては、「本気の共闘で勝利していくことができるように、
野党や市民連合のみなさんとも話し合いを続けていきま
す」と述べました。
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報告の後、聴衆の声援にこたえる（左から）小池晃書記局長と岩渕友、
田村智子、山添拓、仁比聡平の各当選者＝１１日、東京・新宿駅西口

公約実現・改憲ストップ改憲ストップ全力東京　当選４氏
小池書記局長演説

参議院選挙の結果について参議院選挙の結果について
７月11日　日本共産党中央委員会常任幹部会

　７月１０日投開票された参議院選挙で、日本共産党にご支持をいただいた有権者のみなさん、酷暑のもとで奮闘してい
ただいた支持者、後援会員、サポーター、党員のみなさんに心からの感謝を申し上げます。
（１）　日本共産党は、選挙区選挙では、唯一の現職区だった東京選挙区で、山添拓候補の再選をかちとることができました。
東京の党と後援会の大奮闘、全国からの支援によって、宝の議席を守り抜いたことは、大きな喜びです。
　若い世代、市民のボランティア、サポーターのみなさんが、その創意性・自発性を発揮してこのたたかいに参加し、山
添候補が無党派層のなかで最も多くの得票を獲得したことも、今後に生きるとりくみだと考えます。
　沖縄選挙区で、大激戦を制して「オール沖縄」のイハ洋一候補の議席を守り抜くことができたことは、沖縄の今後を展
望しても重要な勝利です。
（２）　比例代表選挙で、日本共産党は、「６５０万票、１０％以上、５議席絶対確保」を目標にたたかいましたが、
３６１万８千票、得票率６・８％にとどまり、改選５議席から３議席への後退という、たいへんに残念な結果となりました。
常任幹部会として、こうした結果となったことに対して、責任を深く痛感しています。
　常任幹部会の指導責任の問題として、次の２つの点を率直にのべたいと思います。
　一つは、全国のみなさんに大奮闘していただきましたが、勝利に必要な規模と速度に運動を広げ切るうえでの指導的イ
ニシアチブを十分に果たせなかったということです。参議院選挙で、わが党がとりくんだ対話の最終の到達点は８６０万
にとどまり、支持拡大の到達点は６５０万と支持拡大目標の４７％にとどまりました。総選挙の最終の到達点と比較して
も、対話・支持拡大とも８割台にとどまりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面続く）
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平和とくらしを守る北九州市民の会
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　いま一つは、その根本にある自力をつけるとりくみです。昨年１１月の４中総決定で、私たちは、党員拡大でも、「し
んぶん赤旗」読者拡大でも、前回参院選時の回復・突破を目標に掲げて奮闘しました。しかし、党勢は、前回参院選時比で、
党員９２・５％、日刊紙読者９２・０％、日曜版読者９１・４％にとどまりました。世代的継承のとりくみや、「綱領を
学びながらたたかう」という点での新たな努力も行われましたが、なお、自力をつけるとりくみは、質量ともに、その立
ち遅れを打開できていません。
　私たちは、今回の参院選の最大の教訓は、ここにあると考えています。どうやってこの弱点を打開していくか。全党の
みなさんの知恵と経験に学びたいと思います。どうか率直なご意見・ご提案をお寄せください。私たちは、全党のみなさ
んと力をあわせて、強く大きな党をつくるために、新たな決意で全力をつくします。
　選挙戦のなかで、若い世代のみなさんが、大きな力を発揮し、生き生きと活動に参加したことは大きな希望です。
　全国のみなさん。今回の悔しい結果を新たなバネとして、どんな情勢のもとでも前進できる質量ともに強い党をつくろ
うではありませんか。
（３）　選挙戦での日本共産党の政策的な訴えは、国民の願いに立脚したものであり、自民・公明・維新など平和と暮らし
を壊す「翼賛勢力」を追い詰め、訴えが伝わったところでは共感が広がりました。
　平和をめぐっては、「軍事費２倍」、「敵基地攻撃能力」の保有、「核抑止力」強化、「９条を変えろ」などの大合唱に正
面から立ち向かい、憲法９条を生かして東アジアに平和をつくる「外交ビジョン」を対案として訴えてたたかいました。
　暮らしの問題では、物価高騰からどうやって暮らしを守るかが大きな争点になるもとで、新自由主義を転換し「やさし
く強い経済」をつくる５つの提案を掲げ、消費税５％への減税・インボイスの中止、大企業の内部留保への時限的な課税
による賃上げの促進、年金削減中止・学費半額・給食費ゼロ、気候危機打開、ジェンダー平等などの一連の政策に対して、
期待が広がりました。
　わが党が訴えた政策は、どれも国民の切実な願いであり、国政の熱い焦点となるものばかりです。公約実現のために、
全力をあげましょう。

　とりわけ９条改憲を許さないたたかいは、待っ
たなしの重大課題となっています。岸田首相は選
挙後、「できるだけ早く（改憲）発議をしたい」と
公言しました。党創立１００年、平和を守り抜く
党の真価を発揮すべきときです。このたたかいの
帰趨は、国民世論にかかっています。海外での武
力行使への一切の制約を取り払う９条改憲を許す
なの一点で、国民的な大運動をおこし、９条改憲
に反対する国民的多数派をつくる新たなたたかい
に立ち上がることを、心から呼びかけます。
　あらゆる分野で国民の願いを実現するたたかい
の先頭にたち、それと一体に、強く大きな党をつ
くり、次の機会には必ず雪辱を果たそうではあり
ませんか。

「門司港複合公共施設の建設計画」

出前
講演

7月 23日（土）午後2時
門司生涯学習センター（門司港鎮西橋）

講演　建築都市局モデルプロジェクト推進課長

どなたで
も

参加でき
ます

「浸水被害」恐れの地域に

門司区役所の建設…

（災害時の拠点）

　北九州市は、門司港地区にある門司

区役所、港湾空港局、市民会館、勤労

青少年ホーム、門司生涯学習センター、

図書館施設を門司港駅周辺に集約する

複合公共施設の建設をすすめています。

　この地域は３ｍ〜５ｍの浸水災害の

恐れのある地域です。そこに災害時の

拠点である区役所を建設する計画で、

国や全国の自治体がすすめている災害

対策に逆行するものです。

　また、当初計画から３度にわたって

施設配置が変更されました。さらに当

初建設用地はＪＲ九州からの借地で年

間 3000 万円かかるとしていました

が、今度は土地を買い上げへ変更等（9

億 7000 千万円）、過去に例のないほ

どの迷走ぶりです。

　市の担当者から説明を行なっていた

だき、意見交換をします。質問や意見・

要望などを出しあいましょう。

このまますすめて、いいのでしょうか?

疑問だらけの計画

★★★えっ

　　　　　　　昭和２８年６月災害時の門司市役所前の
救援物資の搬入（左）と市民の声を聴く街頭録音（右）

門司港地区複合公共施設建設計画

市の担当者による説明会を行います

第１部　市からの説明と質疑応答（約１時間）

第２部　講演の感想と今後の課題の意見交換（約１時間）

☎090-1366-1556（のうみ）
　090-9581-8781（小林）
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著書「昭和 28 年 6 月 28 日にあったこと」より


